
補足資料

■対車両：右直シナリオ【不要作動の可能性の検討結果】

・右折車が先に対向車線をすり抜けるケース

■対車両：右直シナリオ【右直事故直前の車両挙動の分析】

AEBS［交差点］試験・評価方法に関する検討
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右折車が先に対向車線をすり抜けるケース

対車両：右直シナリオ 衝突ポイントの検討 【不要作動の可能性の検討結果】
【JARI作成資料より抜粋】

※対向車到達前に対向車線を抜けるのに必要な右折車の
加速度 乗用車＝３.00m/s2（0.3G）

右折車のAEB作動しなければならないTTC(BK-TTC)の後、
対向車到達前に対向車線を抜けるのに必要な右折車の加速度(G)
（ は不要作動が起きうる場面）



対車両：右直シナリオ 【右直事故直前の車両挙動の分析】
【出典元公益財団法人交通事故総合分析センター令和5年2月右直事故直前の車両挙動の分析より抜粋】

■EuroNCAP試験法のシーンに近い条件を設定のうえ、直近10年間（2012－21年）の事故を集計。
■1当＝被試験車（右折車）の運転者、2当＝直進車の運転者
■国内の直近10年間における交差点右直事故では、「右折車(1当)⑧ｰ直進車(2当)①」の組合せで社会損失額が最多。
■1当・2当それぞれの社会損失額が最多である「右折車(1当)⑧」 「直進車(2当)① 」に次ぐ衝突部位は、「右折車①」
「直進車⑤」となり、この組合せはEnroNCAP試験法の初期条件に相当。

衝突ポイント③
試験条件として、｢右折車(1当)⑧ｰ直進車(2当)①｣が該当。
衝突ポイント④
試験条件として、｢右折車(1当)⑧ｰ直進車(2当)⑧｣であるが、
実際の衝突では｢右折車(1当)④ｰ直進車(2当)①｣の組合せ
で衝突していると考えられる。

直近10年間(2012ｰ21年)の社会損失額のまとめ


